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論文内容の要旨

Vを正規アファイン多様体， A をその座標環とする。 vの因子類群CI (V) を，座標環A より代数

的に求める理論を樹立することは困難ではあるが， V が，アファイン空間のガロア デサント，ある

は， p- 根基デサントの場合には， P. Samuel が巧みな方法で CI (V) を決定することに成功して

いる。然しながら， Samuel は導分 (derivation) を使用しているが故に， p- 根基デサントについ

ては指数が l の場合しか扱うことができなかった。本論文では，導分の代わりに，高階導分 (higher

derivation) を使用することにより，指数が 1 よりも大きい場合の p- 根基デサントに対しでも，

因子類群の理論の展開を可能にした。さらに，高階導分の個数も 1 個と限定することなく，有限個の

高階導分を同時に扱い，理論をより一般化した。また， A も正規アファイン環に限ることなく，一般

に，クルル整域として理論を展開した。

論文の~ 1 では，基本的な準同型 φ が同型であるための条件を調べ(定理1. 6) ， ~ 2 においては，

eが全射でないとき，その余核の構造を調べ， ~ 3 においては，それらの結果を利用して，具体的な

アファイン多様体を与えて，その因子類群の計算が，いかに実現されるかを例示している。

論文の審査結果の要旨

クルル整域の因子類群を求める方法については，さきに P. サミュエルが，ガロア デサント，あるい

はp-根基デサントなる方法を開発し，興味深い結果を得ている。然しサミユエルの導分を使用する p-
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根基デサントによれば，指数が l のデサントのみしか扱えないという難点があった。この点を克服す

るために，馬場君は導分のかわりに高階導分を使用することに着目し，指数が任意に高い場合にまで，

p-根基デサントの理論を構成することを試み，かなりの成功をおさめたO すなわち A を標数pのクル

ル整域とし， A を不変にする有限個の高階導分 Dl ， D2 …， Drの組を D とし， A' を各 Diの定数環の共

通部分とする。 A が一意分解環であるときには， A' の因子類群Cl (A') より， Dで定まる計算可能な

乗法群LA/L~への単射準同型fを構成することができるが，ある条件のもとでは， fが全射であり，従

って同型対応を与えることが示された o fが全射でないときにも，何がしかの制限の下にではあるが，

その余核を完全に決定できることをも示した。またそれらの理論の応用としていくつかのクルル整域

についてその因子類群を明らかにしている。通常の導分と異なり，高階導分の計算は大変困難で、あり，

その取り扱いには相当の力量を要する。馬場君はそれらの繁雅な計算を巧に遂行し，興味ある結果を

得ており，その業績は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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